
資料３

下記方法（紙またはＷＥＢ）のいずれかでご回答ください。

京丹波町　地域福祉に関するアンケート調査のお願い 

　 

町民の皆様におかれましては、日頃から町政に対し格別のご理解とご協力をいただき、厚くお礼
申し上げます。 

さて、京丹波町では、平成２９年度から令和８年度までの１０年間を計画期間とする「京丹波町地
域福祉計画」を策定し、福祉を中心とする横断的な施策の推進を行っているところです。 

このたび、本計画の計画期間が終了することから、「第２期京丹波町地域福祉計画」の策定に向
けて、町民の皆様の「地域福祉」に関するご意見をおききし、計画づくりに反映していきたいと考えて
おります。なお、この調査は、町内にお住いの 18 歳以上の方から無作為に選んだ 1,500 名を対象
に実施しております。 
　お忙しいところ誠に恐縮ではございますが、趣旨をご理解いただき、皆様のご意見をおきかせくださ
いますようお願い申し上げます。 
 
　令和８年●月 

京丹波町長　畠中　源一  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪この調査に関するお問い合わせ先≫ 
京丹波町 健康福祉部 福祉支援課 

〒622-0292　京都府船井郡京丹波町蒲生蒲生野 487 番地 1 
電　話：0771-82-1800　ＦＡＸ：0771-82-0446 

WEB（パソコン、スマートフォン等）でご回答いただく場合 ●月●日（●）までに 

WEB で回答

●スマートフォンで回答する場合 
⇒右の２次元コードを読み取り回答画面を開いてください。 

●パソコンで回答する場合 
⇒以下のＵＲＬより回答画面を開いてください。 
　https://                                            

この調査票でご回答いただく場合 ●月●日（●）までに 

ポストに投函

●ご回答を、この調査票に直接記入してください。 

●ご回答後、同封の返信用封筒に入れ、郵便ポストに投函してください。（切手は不要です）

１　この調査票にお名前をご記入いただく必要はございません。 

２　ご記入は、原則としてあて名のご本人にお願いします。ご本人がお答えになりにくい、あるいは
できない場合には、ご家族の方がご本人の立場になってお答えください。 

３　お答えは、あてはまる番号を○で囲んでください。「その他」にあてはまる場合は、その番号を○
で囲み、（　　　）内になるべく具体的にその内容をご記入ください。なお、答えたくない質問に対
しては無理にお答えいただかなくてもかまいません。 

４　質問によっては、回答数やお答えいただく方が限られているものがありますので、断り書きにご
注意ください。

≪ご記入にあたってのお願い≫
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1　あなたご自身のことについて 

 

問１　あなたの性別を教えてください。（１つに〇） 

 

問２　あなたの年齢を教えてください。（１つに〇）（令和●年●月●日現在の年齢でお答えくだ
さい） 

 

問３　家族構成についてお答えください。（１つに〇） 

 

問４　あなたのご職業についてお答えください。（１つに〇） 

 

問５　京丹波町（旧丹波町・旧瑞穂町・旧和知町を含む）での居住歴についてお答えください。
（１つに〇） 

 

問６　お住まいの地区はどこですか。（１つに〇） 

 
１．男性 ２．女性

 
１．18～29 歳 ２．30～49 歳 ３．50～64 歳

 
４．65～74 歳 ５．75 歳以上

 
１．ひとり暮らし（単身） ２．夫婦のみ

 
３．二世代世帯（親と子） ４．三世代世帯（親と子と孫）

 
５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 
１．会社員・団体職員・公務員等 ２．自営業（農林業等を除く）

 
３．農林業等 ４．学生

 
５．専業主婦・主夫 ６．パート・アルバイト

 
７．無職 ８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 
１．１年未満 ２．１年以上５年未満

 
３．５年以上 10 年未満 ４．10 年以上 20 年未満

 
５．20 年以上 30 年未満 ６．30 年以上

 
１．丹波地区 ２．瑞穂地区 ３．和知地区

少子高齢化や家族形態の変化にともない、一人ひとりが抱える生活課題も多様化しています。こ

れらに対応するには、個人の努力や行政による福祉サービスだけでは十分でなく、地域でともに暮

らす私たち自身が、身近にあるさまざまな課題に目をむけ、地域全体で解決に取り組むことが求め

られています。 
私たち一人ひとりが、地域社会の一員であることを認識し、地域とのつながりを大切にしながら

お互いができることを持ち寄ること、それが「地域福祉」の考え方です。 
 

★この調査では、調査対象のご本人を「あなた」と呼んでいます。

「地域福祉」とは 
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２　地域活動やボランティア活動について 

 

問７　あなたは現在、自治会（行政区）や子ども会、老人クラブの活動など、地域活動をしていますか。
（１つに〇） 

 

問 7-1　問 7 で「１．現在活動している」と答えた方におうかがいします。 

どのような団体に参画して活動していますか。（あてはまるものすべてに〇） 

 

問７-2　問７で「１．現在活動している」と答えた方におうかがいします。 

どのような目的で活動していますか。（あてはまるものすべてに〇） 

 

問７-3　問７で「２．過去に活動したことはあるが、現在は活動していない」「３．活動したことがない」
と答えた方におうかがいします。 

現在活動していない理由は何ですか。（あてはまるもの３つまでに〇） 

 

問８　あなたは、ボランティア活動に参加したことがありますか。（１つに〇） 

 

 
１．現在活動している（問 7-1，2 へ）

 
２．過去に活動したことはあるが、現在は活動していない（問 7-3 へ）

 
３．活動したことがない（問 7-3 へ）

 
１．自治会（行政区） ２．子ども会・ＰＴＡ ３．老人クラブ

 
４．女性団体 ５．消防団

 
６．住民自治組織（地域振興会・集落連携組織） ７．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 
１．地域での支え合い ２．隣近所（友人）とのふれあいを求めて

 
３．自分自身の勉強や意識の向上 ４．役回りなどで仕方なく

 
５．ただなんとなく ６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 
１．仕事の都合でできない ２．活動の方法がわからない

 
３．時間がない ４．興味がない

 
５．活動内容が大変だから ６．体調がすぐれない

 
７．知り合いがいない ８．いやな思いをしたくない

 
９．役が回ってこない 10．家族の理解がない

 
11．自信がない 12．組織に入っていない・組織をやめた

 
13．引っ越して間もない 14．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 
１．現在参加している（問８-1，２，３へ）

 
２．過去に参加したことはあるが、現在は参加していない（問８-1，２，３へ）

 
３．参加したことがない
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問 ８ -1 問 ８ で 「 １ ． 現 在 参 加 し て い る 」 「 ２ ． 過 去 に 参 加 し た こ と は あ る が 、 現 在 は　　　　　　　　　　　　　　
参加していない」と答えた方におうかがいします。 

あなたは、どのようなボランティア活動に参加してきましたか。 
（あてはまるものすべてに〇） 

 

問 ８ -2　 問 ８ で 「 １ ． 現 在 参 加 し て い る 」 「 ２ ． 過 去 に 参 加 し た こ と は あ る が 、 現 在 は　　　　　　　　　　　　　　
参加していない」と答えた方におうかがいします。 

ボランティア活動に参加して、よかった点はどのようなことですか。 
（あてはまるものすべてに〇） 

 

問 8-3　問 8 で「１．現在参加している」「２．過去に参加したことはあるが、現在は参加していない」
と答えた方におうかがいします。 

ボランティア活動をする上で改善が必要と思うことはありますか。 
（あてはまるものすべてに〇） 

 

 １．ひとり暮らし高齢者などの援助 ２．サロン活動の企画や運営
 ３．子育ての支援や子どもの世話 ４．障害のある人の援助
 ５．健康づくりや栄養・食生活に関する活動 6．地域づくりに関する活動
 ７．青少年の健全な育成に関する活動 ８．環境美化活動
 ９．防災・防犯に関する活動 10.災害ボランティア活動
 11．スポーツ・文化・レクリエーション・生涯学習に関する活動
 12．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 １．新しい経験ができた
 ２．人から感謝される幸せを感じた
 ３．やりがいや生きがいを感じた
 ４．人との協調性が身についた
 ５．新しい知識や技術が身についた
 ６．多くの人と知り合いになれた
 ７．社会の役に立てることに喜びを感じた
 ８．視野が広がり、物事の捉え方が変わった
 ９．今までの自分の経験や知識をいかせた
 10．人に対して思いやりが持てるようになった
 11．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                        　　　　　　　　）
 12．特にない

 １．活動に関する情報収集や情報発信する場、機会が少ない
 ２．活動の拠点となる場所がない（遠い）
 ３．他の団体等との連携が難しい
 ４．参加者がなかなか集まらない
 ５．活動の後継者やリーダー役になる人がいない
 ６．トラブル等が発生した時の責任が重い
 ７．経済的負担が大きい
 ８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                          　　　　　　　　　　　　）
 ９．特にない



5 

問９　あなたは、今後、次のような福祉に関わる地域活動やボランティア活動などに参加したいと思い
ますか。（あてはまるものすべてに〇） 

 

問 9-1　問 9 で「13．参加したくない」と答えた方におうかがいします。 

参加したくない理由は何ですか。（あてはまるもの３つまでに〇） 

 

問１０　今後、地域における助け合い・支え合い活動を活発化することが重要になりますが、そのため
には、どのようなことが必要だと思いますか。（あてはまるもの３つまでに〇） 

 

 

 

 

 

 １．ひとり暮らし高齢者などの援助
 ２．サロン活動の企画や運営
 ３．子育ての支援や子どもの世話
 ４．障害のある人の援助
 ５．健康づくりや栄養・食生活に関する活動
 ６．スポーツ・文化・レクリエーション・生涯学習に関する活動
 ７．地域づくりに関する活動
 ８．青少年の健全な育成に関する活動
 ９．環境美化活動
 10．防災・防犯に関する活動
 11．災害ボランティア活動
 12．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
 13．参加したくない（問 9-1 へ）

 １．活動に関心がないから ２．時間的に余裕がないから
 ３．気恥ずかしいから ４．活動に関する情報がないから
 ５．一緒に参加する仲間がいないから ６．参加するきっかけがないから
 ７．家族等の理解・協力が得られないから ８．活動に活かせる知識・経験がないから
 ９．高齢や健康上の理由等で無理だから 10．その他（　　　　　             　　　　　　　）

 １．福祉やボランティアの意義と重要性をもっとＰＲする
 ２．住民が自ら意識を向上させる
 ３．住民同士の交流などの地域活動を積極的に行う
 ４．助け合い・支え合い活動に対する、自治会（行政区）からの支援を充実させる
 ５．助け合い・支え合い活動に対する、社会福祉協議会からの支援を充実させる
 ６．助け合い・支え合い活動に対する、行政からの支援を充実させる
 ７．リーダーや活動に携わる人を養成する
 ８．福祉やボランティアなどに関する研修を行う
 ９．福祉やボランティアに関する学校教育と社会教育を充実させる
 1０．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
 1１．特にない
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３　「福祉」について 

 

問１１　あなたは「福祉」に関心をお持ちですか。（１つに〇） 

 

問 11-1　問 11 で「１．とても関心がある」「２．やや関心がある」と答えた方におうかがいします。 

「福祉」のどのような分野に関心がありますか。（あてはまるものすべてに〇） 

 

問１２　あなたは、町民が福祉について理解を深めるためには、どのような機会が必要だと思いますか。
（あてはまるものすべてに〇） 

 

問１３　「福祉」を必要とする人の支援は、どのようにあるべきだと思いますか。（１つに〇） 

４　地域との関わりについて 

 

問１４　あなたは、将来も京丹波町に住み続けたいと思いますか。（１つに〇） 

 

問１５　あなたは、ご近所や地域の方に助けられたり、支えられたと感じたことはありますか。（１つに〇） 

 

 
１．とても関心がある（問 11-1 へ） ２．やや関心がある（問 11-1 へ）

 
３．あまり関心がない ４．まったく関心がない

 １．子どもに関する福祉 ２．高齢者に関する福祉
 ３．障害者（児）に関する福祉 ４．生活困窮者に関する福祉
 ５．１～４以外の支援を要する人に関する福祉 

　　具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 １．福祉の制度、支援の内容、理念や考え方などについて学ぶこと
 ２．介護や介護を必要とする人の疑似体験学習をすること
 ３．介護を必要とする人やその家族などの話を聞いたり、交流したりすること
 ４．手話や点字、介護方法などの技術を習得すること
 ５．町民が地域の福祉についての課題を気軽に話し合うこと
 ６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
 ７．特に必要なことはない

 １．福祉を必要とする人は、家族や親戚が支えるべき
 ２．福祉を必要とする人は、国や市町村といった行政の責任で支えるべき
 ３．福祉を必要とする人は、行政と住民が協力しながら、地域で支えあうべき
 ４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 
１．住み続けたい ２．住み続けたくない

 
３．どちらともいえない ４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 
１．ある（問 15-1 へ） ２．ない ３．わからない
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問 15-1　問 15 で「１．ある」と答えた方におうかがいします。 

どのような時にご近所や地域の方に助けられたり、支えられたと感じましたか。 
（あてはまるものすべてに〇） 

 

問１６　あなたは、ふだん近所の人とどの程度の付き合いをされていますか。（１つに〇） 

 

問１６-1　問 16 で「３．会えばあいさつするが、それ以上の話はしない」「４．付き合いがほとんどな
い」と答えた方におうかがいします。 

会えばあいさつする程度の付き合いまたは近所の人と付き合いがほとんどないのはなぜ
ですか。（１つに〇） 

 

問１７　あなたは、近所付き合いの関係を、今後どうしていきたいですか。（１つに〇） 

 

 １．話し相手や相談相手 ２．病気や事故等緊急時の対応
 ３．食事や食材のお裾分けや差し入れ ４．農作業
 ５．冠婚葬祭 ６．安否確認の声掛けや見守り
 ７．子どもの見守りや子育て ８．外出時の付き添いや送迎
 ９．日常の些細な困り事（ゴミ出し、草刈り、買い物等）
 10.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 
１．相談をしたり、助け合ったりするなど、親しくお付き合いをしている人がいる

 
２．たまに立ち話をする程度

 
３．会えばあいさつするが、それ以上の話はしない（問 16-1 へ）

 
４．付き合いがほとんどない（問 16-1 へ）

 １．あまり知らないから ２．かかわる機会や時間がないから
 ３．家族にまかせているから ４．特に必要を感じないから
 ５．わずらわしいから ６．人との付き合いが苦手だから
 ７．付き合いをしたいがどうしたらよいかわからない
 ８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　　　　）

 
１．近所付き合いを深めたい ２．現状のままでよい

 
３．近所付き合いはなるべくしたくない ４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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５　地域における生活上の課題について 

 

問１８　あなたやご家族が日々の生活で困っていること、悩みや不安を感じていることはありま
すか。（あてはまるものすべてに〇） 

 

問１９　あなたは、日々の生活で、困ったことがある時、どこ（誰）に相談していますか。 

（あてはまるもの３つまでに〇） 

 

問２０　あなたやご家族に対して、ご近所の人からどのような支援をしてほしいと思いますか。 

（あてはまるものすべてに〇） 

 

問２１　ご近所の人への支援として、あなたができることはありますか。 

（あてはまるものすべてに〇） 

 １．買い物や通院などの外出が不便 ２．力仕事ができない
 ３．家事（炊事・洗濯など）ができない ４．庭・田畑の管理（草刈など）ができない
 ５．ゴミ出しが困難 6．話し相手、遊び相手が少ない
 7．近所付き合いがうまくいかない 8．運動する場所や機会の不足
 ９．生涯学習などの場所や機会の不足　　 10.町からの情報が入手しづらい
 11．機械類・電化製品の使い方や修理方法がわからない
 12．様々な悩みを相談する相手がいない　　
 13．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
 14．特にない

 １．役場等の相談窓口 ２．社会福祉協議会の相談窓口
 ３．心配ごと相談所 ４．民生委員・児童委員
 ５．自治会（行政区）の役員 ６．ケアマネジャー
 ７．保育所・幼稚園・学校 ８．病院や施設
 ９．福祉活動をしている民間団体 10．家族や親戚
 11．友人・知人 12．職場等の上司・同僚
 13．地域包括支援センター 14．地域活動支援センター
 15．子育て支援センター 16．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 
 17．相談できる人がいない 18．相談したいことはない

 １．安否確認の声かけ ２．心配ごとなどの相談相手
 ３．子どもの短時間の預かり ４．買い物の手伝い
 ５．家事の手伝い ６．外出の手伝い
 ７．ゴミ出しの手伝い ８．災害時の手助け
 ９．日常的な話し相手 1０．その他（　　　　　　　　　             　　　　）
 11．支援を希望しない

 １．安否確認の声かけ ２．心配ごとなどの相談相手
 ３．子どもの短時間の預かり ４．買い物の手伝い
 ５．家事の手伝い ６．外出の手伝い
 ７．ゴミ出しの手伝い ８．災害時の手助け
 ９．日常的な話し相手 1０．その他（　　　　　　　　　             　　　　）
 11．特にできることはない
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問２２　あなたや、あなたのご家族、隣近所で次のような状況に該当する方はいますか。 

（それぞれ、あてはまるものすべてに○） 

 

 

 該当する人
該
当
し
な
い

 
あ
な
た

あ
な
た
の 

家
族

隣
近
所
の 

住
民

 
【回答例】①自分の部屋や自宅から外に出ることができない １ ２ ３ ４

 
①自分の部屋や自宅から外に出ることができない １ ２ ３ ４

 
②働きたいが就労できない １ ２ ３ ４

 
③経済的に困窮している １ ２ ３ ４

 ④家族やパートナー等から暴力（肉体的・精神的・経済的）を受け

ている
１ ２ ３ ４

 
⑤不要な物を処分できず、家の中が物であふれている １ ２ ３ ４

 
⑥周囲の人とコミュニケーションがうまくとれない １ ２ ３ ４

 
⑦偏見や差別を受けている １ ２ ３ ４

 
⑧社会との関わりがなく孤立している １ ２ ３ ４

 
⑨自殺を考えたことがある １ ２ ３ ４

 ⑩福祉の支援やサービスを受けたいが、どこに相談すればいいかわ

からない
１ ２ ３ ４

 
⑪福祉の支援を受けたいが、どのようなサービスがあるかわからない １ ２ ３ ４

 
⑫預貯金の管理ができない １ ２ ３ ４

 ⑬年齢や障がいがあることを理由に、住宅の賃貸契約等ができな

かった経験がある
１ ２ ３ ４

 
⑭親亡き後に残される障がいのある子どもがいる １ ２ ３ ４

 
⑮契約や入院をするときに頼る相手がいない １ ２ ３ ４

 ⑯ダブルケアを行っている 
※ダブルケアとは、子育てと家族の介護等を同時に担うこと

１ ２ ３ ４

 ⑰老々介護を行っている 
※老々介護とは、高齢者が高齢者を介護すること

１ ２ ３ ４

 ⑱ヤングケアラーがいる 
※ヤングケアラーとは、本来大人が担う家事や家族の世話等を日常

的に行っている 18 歳未満の子どものこと
１ ２ ３
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６　防災について 

 

問２３　あなたは、災害が起きたとき、主に誰を頼りにしますか。（あてはまるもの３つまで○） 

 

問２４　あなたの住む地域には高齢者や障がいのある人など、災害時の避難等に支援を要する人が
いますか。（１つに○） 

 

問２５　あなたの住む地域における地震や台風などの災害時の備えとして、どのようなことが重要だと
思いますか。（あてはまるもの３つまで○） 

 

７　成年後見制度について 
 

問２８　あなたは、「京丹波町成年後見支援センター」を知っていますか。（１つに○） 

 

問２９　あなたは、成年後見制度を知っていますか。（１つに〇） 

 

 １．家族・親戚 ２．隣近所の人
 ３．友人（隣近所以外） ４．自主防災組織（自治会等）
 ５．社会福祉協議会 ６．行政（役場・消防署・警察署等）
 ７．民生委員・児童委員 ８．福祉サービスの事業所の職員
 ９．消防団 10．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
 11．頼りにする人がいない

 
１．いる ２．いない ３．わからない

 １．家族の避難方法の確認 ２．隣近所とのあいさつ、声かけや付き合い
 ３．防災の学習会の開催 ４．避難訓練の実施
 ５．危険箇所の把握 ６．自主防災組織の設立
 ７．避難の際に手助けが必要な人の把握 8．災害ボランティアの育成
 9．避難の際に手助けが必要な人への情報伝達の体制づくり
 10．避難の際に手助けが必要な人の支援体制の構築
 11．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
 12．特にない

 
１．知っている ２．知らない

 １．名前も制度の内容も知っている（問２９-１へ）
 ２．名前は聞いたことがあるが制度の内容までは知らない
 ３．名前も制度の内容も知らない
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問２９-1　問２９で「1．名前も制度の内容も知っている」と答えた方におうかがいします。 

今後、成年後見制度の促進・充実を図っていくために必要だと思うことはどれですか。 
（あてはまるものすべてに〇） 

 

８　福祉や福祉サービスに関する情報入手について 
 

問３０　あなたは現在、福祉や福祉サービスに関する情報をどこから入手していますか。 

（あてはまるものすべてに〇） 

 

問３１　あなたは、福祉についてどのような情報を知りたいですか。（あてはまるもの３つまで○） 

 

 １．成年後見制度の周知や広報活動の充実 ２．成年後見制度に関する相談体制の整備
 ３．制度利用が必要な方の早期発見と対応 ４．利用者と成年後見人のマッチング支援
 ５．本人の状態や希望に応じた対応ができる成年後見人の養成
 ６．成年後見人の不正防止の徹底 ７．利用しやすい制度への改正
 ８．成年後見人に支払う報酬額の引き下げ・費用助成の充実
 9．その他（　　　　　　　　　　　                                        　　　　　　　　）

 １．広報紙 ２．新聞・雑誌・テレビ・ラジオ
 ３．インターネット ４．知人・友人
 ５．民生委員・児童委員 ６．役場
 ７．ケーブルテレビ（自主放送番組） ８．京丹波あんしんアプリ
 ９．社会福祉協議会 10．地域包括支援センター
 11．子育て支援センター 12．地域活動支援センター
 13．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 14.どこからも入手していない

 １．子育てについての福祉サービスの情報
 ２．高齢者や障害のある人についての福祉サービスの情報
 ３．福祉や健康についての相談窓口の情報
 ４．介護保険についての情報
 ５．介護保険や福祉に係る事業所等の福祉サービスの情報
 ６．ボランティア活動やＮＰＯなどの住民活動についての情報
 ７．健康づくりや生きがいづくりのための学習機会（講座や教室）についての情報
 ８．高齢者や障害のある方が生活しやすい住宅や福祉機器についての情報
 ９．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
 10．特にない
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９　これからの福祉のあり方について 

 

問３２　最近３～４年の間に、地域福祉活動の取組が進んでいると思いますか。（１つに○） 

 

問３３　地域福祉活動の拡大や人材の確保のために、特に大切だと思うことはどんなことですか。 

（あてはまるもの３つまで○） 

１０　自由意見 

 

※最後に、ご意見、ご提案などがございましたら、ご記入ください。 

 

ご協力ありがとうございました。 

同封の返信用封筒に入れていただき、 

郵便ポストにご投函ください。（切手は必要ありません。）

 
１．どちらかと言うと進んでいる ２．どちらかと言うと進んでいない

 ３．特に変化はない ４．わからない

 １．自分に合う活動や参加の方法を探せる活動情報の発信
 ２．活動にかかる実費の補助
 ３．支援に対する利用料や報酬の設定
 ４．活動を支える場所や設備などの確保
 ５．生活課題とサービスや地域活動を的確につなぐコーディネート機能の役割
 ６．必要に応じて専門機関に任せることのできる医療・保健・福祉の連携
 ７．気軽に参加できる活動の雰囲気づくり
 ８．福祉や支え合い活動への関心を高めることのできる体験・交流機会の充実
 ９．活動に役立つ知識や技術を得る機会の充実
 10.子どもの頃から福祉の心を育む福祉教育の充実
 １１．ボランティア活動に対する職場や家族の理解促進
 12.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
 13.特にない・わからない

 
  

 

 

 

 

 
 
 
 


